
めまいや立ちくらみ、そのほか上記に述べたような症状でお悩みの方はまずはかかりつけ医

に受診し、その症状が貧血が原因なのか脳貧血が原因なのかを調べることからはじめましょう。 
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最後に眼も「めまい」の原因になることがある！という解説を引用したいと思います。入野医院さんと

いう日本めまい平衡医学認定めまい専門医の先生のクリニックのホームぺージからの引用です。 
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めまいの原因｜目も原因？ 

めまいと目の関係について詳しく書かれている本は一部の専門書を除いてほとんどありません。

多くの医師あるいは患者さんは、「めまいと目とは関係がない」とか、「目がめまいの原因とは結

びつかない」とか考えているようです。ところが目が直接的、あるいは間接的にめまいの原因に

関連していると考えざるを得ない場合があります。 専門書の中では、「視性めまい」、「視覚性め

まい」、「視運動性めまい」などと表現されていますが、動物実験に基づいた考え方で、実際の患

者さんにあてはめて考えるのは難しい内容です。ここでは、身近な日常生活との関連性からいく

つかの例をあげます。めまいの原因を見直すひとつの材料として下さい。  
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今月のフジタガンカニュースはここまでです。「めまい」についての解説もいよいよ終盤です。思えば…

実はこの「めまい」シリーズは昨年(2016年)の３月から始まりまして、当初はそこまで詳し書いていく

つもりではなかったのですが、意外に反響も大きく…そもそも眼科で手厚く扱う症状ではないのですが、

今回のニュースでの説明の通り「複数の診療科にまたがって診断を得られる」症状のため、なんだか

話が複雑になってしまう事も多いようなんですよね。しかも「完治しにくい」。つまり、耳鼻科を受診して

診断が下り、ある程度の対処ができているにしても、完治しないため「実は違う病気なんじゃないか

な？」という気持ちになる患者さんも多いようで、耳鼻科で正しい診断と対処がされているのに私に

相談をする患者さんもあります。もちろん、こんなニュースを配っていますので、相談に乗るんですけれ

ど、結局耳鼻科の先生の診断で正しいですよと説明をして終わったり 

もします。では次号をお楽しみに(^^)/‼ 
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今月は特別のお知らせはありません。花
粉飛んでますよねー。私も(ちなみに花
粉症です)マスクが手放せません。自分
は仕事がらマスクにはかなり慣れている
はずなのですが、それでも外出時にマス
クを外せないというのは、中々に辛い状
態です。皆様、ご自愛下さいm(__)m。

今月のお知らせ

「眩暈(めまい)」は…」「げんうん」とも読めるんです⓭ 

今回のフジタガンカニュースも、前回号に引き続き『眩暈(めまい)』についての解説で、循環器科の

ドクターによる「貧血と脳貧血の違いについて」の解説文の引用です。＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠
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原因は？ 

＜貧血＞ 

鉄分不足・出血が原因で起こります。具体的には極端な偏食などによる体内の鉄不足、妊娠・

出産や急速な成長に伴う鉄需要の増大、月経などによる出血、病気やがんなどによる病的な出

血、白血病や腎障害などの血液を作る造血細胞機能の低下などがあげられます。 

＜脳貧血＞ 

脱水などによる体液量の減少・利尿薬や血管拡張薬の使用、降圧薬の使用、長期の安静・寝

たきり生活、急な立ち上がりや起き上がりによる重力負荷などがあげられます。 

10代では、思春期における身体の変化や心の悩み・精神的ストレスなどから自律神経のバラ

ンスが崩れる自律神経障害（起立性調節障害）が大きな原因の 1つです。高齢者の場合、血圧

の調節機能が低下し血管がうまく収縮できないことや、心臓の働きが弱って送り出される血液の

量が少なくなることが多くの原因とされています。 

自律神経障害（起立性調節障害） 

自律神経は血圧の調節を行っています。しかし自律神経障害の場合、自律神経がうまく機能

しないことで血圧の調節が十分に行えず、血管がうまく収縮されずに脳へ送り出される血液量が

減少します。そのため、脳貧血の状態を引き起こしやすいとされています。 

まとめ 

めまいや立ちくらみがする=貧血ではありません。もしかしたら、自律神経障害や薬剤の使用

による脳貧血が原因であることも考えられます。 

脳貧血は症状が軽度である場合は日常生活の改善や普段の行動に注意することで防げるこ

ともあります。 
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